
活動報告 

団 体 名 NPO法人ソナエトコ 

活 動 名 被災者が移転した地域で健やかに暮らすための、地域とのつながり作り活動 

活動期間 2017年 4月～2017年 9月 

活動の成果 

支援を必要としているみなさんも、支援活動しているみなさんも、それぞれ自

分の役割（できること）を認識できる機会となりました。そして、役割を認識する

ことで「したい」という積極的な気持ちが生まれ、ここに生きている意味や価値を

見出されていると感じました。  

特に、若者は自己肯定感が高まったのではないでしょうか。ゴーヤカーテン設

置にあたって、近くにある中学校の生徒が参加してくれました。活動が終わった

後、みなさんでお話していると、仮設に暮らす子どもたちの遊び相手になって欲

しいとの声があがり、中学生の次の支援活動につながりました。 

寄付者への 

メッセージ 

地震後一年間くらいは、「支援をしてもらう」感覚だった方々も、今では、自分

たちにできることをしたい「支援したい」という被災者自身の支援活動に変化し

てきました。きっかけは、夏に起きた九州北部での豪雨災害だったように思いま

す。支援団体が福岡や大分に移動する中で、最終的には自分たちで立ち上がらな

ければならないという意識が生まれてきたようです。  

今後も、自立できる、助け合える被災者となれる支援活動を続けていきます。こ

れまでありがとうございました。そして、これからも宜しくお願い致します。 

 

（活動のようす） 

 


